
職
員
採
用
関
係
事
務
費
に
つ
い
て
「
昨
今
、
一
般
企
業
も
人

手
が
足
り
な
い
中
で
、
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者
数
が
増
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
実
際
に

ど
の
ぐ
ら
い
増
え
て
い
る
の
か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
一
般

事
務
の
一
次
試
験
の
応
募
者
数
が
、
前
年
は
45
名
で
あ
っ
た
も

の
が
、
今
年
は
１
２
９
名
と
、
2.9
倍
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
要

因
と
し
て
は
、
４
月
に
試
験
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
庁
内
情
報
化
施
策
推
進
費
に
つ
い
て
、「
無
料
で
活

用
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
中
で
、
無
料
版
で
は

な
く
、
あ
え
て
有
料
版
を
使
う
こ
と
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
今
回
選
択
し
た

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
環
境
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
な
が
ら
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
個
人
情
報
な
ど
の
取

扱
い
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
限
や

制
約
が
か
か
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
を
選
択

し
た
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
東
濃
５
市
の
共
同
運
用
を
瑞
浪
市
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
瑞
浪
市
の
議
案
は
、
瑞
浪
市
個
別
部
分
の
契

約
と
、
指
令
台
本
体
に
関
す
る
契
約
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
同
じ

事
業
者
で
あ
る
が
、
多
治
見
市
で
現
在
使
用
し
て
い
る
指
令
台

●
議
第
60
号　
令
和
６
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号)

（
所
管
部
分
）

●
議
第
65
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

東
京
23
区
か
ら
の
本
社
機
能
の
移
転
に
係
る
企
業
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
岐
阜
県
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
、
大
阪
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
企
業
展
等
に
出
展
し
、
各
企
業
ブ
ー
ス
に
も

出
向
い
て
多
治
見
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
担
当
者
と
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
、営
業
に
つ
な
げ
て
い
る
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
事
業
所
と
責
任
技
術
者
を
兼
任
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
多
く
の
人
員
を
雇
用
す
る
必
要
が

な
く
な
る
た
め
、
事
業
者
に
と
っ
て
負
担
は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト

が
多
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、
バ
ロ
ー
文
化

ホ
ー
ル
以
外
で
の
上
映
計
画
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
今
回

作
成
す
る
映
画
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ー
レ
イ
版
の
製
作
を
検
討
し

て
い
る
。
小
規
模
な
場
所
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
が
あ
れ
ば

上
映
が
可
能
で
、
市
内
の
各
所
、
公
民
館
な
ど
で
も
上
映
で
き

る
。
で
き
る
だ
け
映
画
を
活
用
す
る
よ
う
な
方
向
で
、
日
本
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
㈱
と
も
話
が
で
き
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ

●
議
第
57
号　
多
治
見
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
59
号　
多
治
見
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
に
つ
い
て

●
議
第
60
号　
令
和
６
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）（
所
管
部
分
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
関
す
る
担
当
課
と
し
て
の
捉
え
方

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
発
行
す

る
際
に
、
本
人
か
ら
委
任
を
受
け
て
税
情
報
を
確
認
し
て
手
続

を
し
て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

転
入
者
の
前
住
地
の
所
得
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き
、

課
税
証
明
書
等
を
提
出
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
の
情
報
が
載
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
で
の

手
続
が
よ
り
楽
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
予
防
推
進
事
業
費
の
子
宮
頸
が
ん
対
策
強
化
事

業
（
25
歳
の
方
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
料
を
無
償

化
）
に
つ
い
て
、
県
が
25
歳
を
対
象
と
し
た
理
由
に
対
す
る
多

治
見
市
の
見
解
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
20
歳
代
後
半
か
ら

40
歳
代
ぐ
ら
い
が
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
率
が
一
番
多
い
年
代
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
早
期
発
見
と
若
い
世
代
か
ら
の
受
診
勧
奨

と
い
う
意
味
も
込
め
て
、
全
県
下
25
歳
が
対
象
年
齢
と
な
っ
て

い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
55
号　
多
治
見
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
60
号　
令
和
６
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）（
所
管
部
分
）

常
任
委
員
会
審
査
概
要
議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
奥
村
　
孝
宏

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
片
山
　
竜
美

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
若
尾
　
敏
之
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と
同
じ
も
の
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い
も
の
を
導
入
す

る
の
か
。」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
現
在
多
治
見
市
が
使
用
し
て

い
る
も
の
は
、
沖
電
気
工
業
製
の
製
品
で
あ
る
。
今
回
導
入
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
日
、
落
札
業
者
と
打
合
せ
し
た
中
で

は
、
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
製
の
製
品
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
な
お
、
今
回
は
、
全
更
新
に
近
い
形
で
あ
る
た
め
、

メ
ー
カ
ー
の
違
い
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

笠
原
町
字
森
下
１
６
４
７
番
１
の
一
部
外
２
筆
の
土
地
に
つ

い
て
、「
今
回
の
坪
単
価
は
ど
の
く
ら
い
か
。」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
平
米
単
価
１
万
１
千
６
０
０
円
、
坪
単
価
で
３
万
８
千

３
０
０
円
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
70
号　
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

り
ま
し
た
。

（
都
）
音
羽
小
田
線
道
路
改
良
事
業
費
（
公
共
）
に
つ
い
て
、

都
市
計
画
決
定
前
の
概
算
設
計
の
前
の
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海

と
協
議
の
上
決
定
し
て
い
る
。
埋
設
物
に
つ
い
て
は
、
当
時
も

承
知
は
し
て
い
た
が
、
今
回
詳
細
な
設
計
検
討
に
入
っ
た
段
階

で
、
軽
微
な
移
設
で
は
難
し
い
と
い
う
判
断
に
至
っ
た
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
市
民
の
た
め
に
、
き
ち
ん
と

し
た
分
析
を
し
て
、
早
く
方
針
を
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

債
務
負
担
行
為
の
追
加
の「
公
園
管
理
用
作
業
ダ
ン
プ
購
入
」

に
つ
い
て
、
使
用
中
の
ダ
ン
プ
の
修
理
等
の
検
討
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、「
修
理
を
し
な
が
ら
、
乗
り
続
け
て
き
た
が
、
い

よ
い
よ
限
界
で
買
い
替
え
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

笠
原
小
中
学
校
建
築
工
事
の
追
加
補
正
予
算
の
計
上
の
可
能

性
と
建
物
解
体
時
の
有
価
物
の
処
置
方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
既
に
調
査
を
し
て
お
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
、そ
の
部
分
の
手
当
て
を
し
な
が
ら
施
工
す
る
。

現
在
、
笠
原
小
学
校
の
児
童
は
笠
原
中
学
校
の
仮
設
校
舎
で
過

ご
し
て
お
り
、
児
童
に
は
健
康
被
害
等
は
発
生
し
な
い
と
考
え

て
い
る
。
有
価
物
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
工
事
請
負
契
約
の
中

に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
工
事
業
者
が
有
価
物
で
あ
る
と
認
識

す
れ
ば
、
有
効
に
使
わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
66
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

付託された議案
事件番号 付託された議案 審査結果

議第60号 令和６年度多治見市一般会計補正
予算（第２号）（所管部分）

原案可決議第65号 工事請負契約の締結について

議第70号 土地の処分について

付託された議案
事件番号 付託された議案 審査結果

議第57号
多治見市地方活力向上地域におけ
る固定資産税の課税免除に関する
条例の一部を改正するについて

原案可決
議第58号 多治見市空家等審議会設置条例の

一部を改正するについて

議第59号 多治見市下水道条例の一部を改正
するについて

議第60号 令和６年度多治見市一般会計補正
予算（第２号）（所管部分）

付託された議案
事件番号 付託された議案 審査結果

議第55号
多治見市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正するについて

原案可決

議第56号 多治見市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正す
るについて

議第60号 令和６年度多治見市一般会計補正予算（第２号）（所管部分）

議第61号 令和６年度多治見市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

議第62号 工事請負契約の締結について
議第63号 工事請負契約の締結について
議第64号 工事請負契約の締結について
議第66号 工事請負契約の締結について
議第67号 工事請負契約の締結について
議第68号 工事請負契約の締結について
議第69号 物品供給契約の締結について
議第71号 岐阜県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
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